
新工場も完成
高い要求に応え続ける
精密加工のオールラウンダー
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　「他社がやりたがらないものを何でも
引き受けるのがうちの強み」と佐藤慎介
社長。「一個だけ」「今回限り」「超特急で」
「他では削れない」の言葉を聞くと腕が
鳴るそうです。そうした仕事は効率が悪
い上に、現場の社員に負担が掛かるも
のの、単価は高くなります。付加価値の高
い仕事を選ぶことで、「兵庫に佐藤精機
あり｣という評判を確立してきました。
　かつては、株式会社東芝の姫路工場
の協力工場として、同社に仕事の多くを
頼っていましたが、10年前に大きな転機
が訪れました。ひょうご産業活性化センタ
ーが主催する取引商談会で、半導体製
造装置を扱う株式会社ディスコとの取引
が始まったのです。精度、品質、納期など
全てにおいて高い要求で知られる同社の
仕事に挑戦し、切削加工のレベルを上げ、
現在では超難削材のインコネルの切削
においてもミクロンオーダーの精度を実
現。「競争相手の少ない市場で非効率な
仕事を取る」戦略で、一部上場企業25
社と直に取引をするまでになっています。

　10月1日、新しい精密切削加工の製造
拠点｢たつのテクニカルセンター｣が完成
します。最新の同時5軸加工機の他、東
京精密、ミツトヨ製の大型3次元測定器
を導入。工作機械の性能を最大限に発
揮させるため、上下方向の温度差を減ら
す大気循環システムも導入します。エント

ランスには日本画家、佐々木
裕而氏の作品を飾るなど「工
場全体でジャパン・ビューティ
ーを表現し、日本の優れたも
のづくりを内外に訴求する場
にしたい」と話します。目指す
は「播磨に雇用を生む」こと。
佐藤精機にしか頼めない仕
事をもっと増やすため、さらに
技に磨きを掛けて、兵庫から
クールジャパンを発信してい
きます。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。
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「元気企業訪問」で取材した淡路八百屋番長の成井さ
んは、アパレル業界から八百屋へ異例の転身を図りま
した。大阪から淡路に戻り、ご両親が作るタマネギが
多くの人に愛され、喜ばれていることを実感しての決
断でした。これからの活躍がますます楽しみです。
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ひょうご産業活性化センター通信
明日へ飛躍する企業をサポート

佐藤精機株式会社／所在地：姫路市余部区240-6／代表取締役社長：佐藤慎介
事業内容：金属の精密切削加工
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◎佐藤精機株式会社の
　難削材の超精密切削加工

たつのテクニカルセンターは10月1日に完成

新工場に導入する同時５軸加工機


